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なつほのか栽培現地検討会

　７月１１日（金）、湯遊ランドあいら前の水田にて、早期水稲なつほのか栽培現
地検討会を開催しました。
　令和８年産より吾平町での早期水稲「イクヒカリ」から「なつほのか」への品種
の全面転換に向け、地域における認知度向上及び品種特性を生産者等に広く周知
する目的として実施しました。
　当日は、あいにくの雨模様のなか、生産者・関係機関１１名が参加し、品種特
性等について、大隅地域振興局農政普及課の今村農業技師より説明がありました。

　「なつほのか」は鹿児島県が開発した品種で、イクヒカリより登熟期間が長く、収
穫時期が１週間ほど遅くなるため、斑点米カメムシ類の追加防除やいもち病、ウン
カ、台風リスクと併せて注意が必要ですが、高温登熟性に優れた良食味品種で、
収量もイクヒカリより１割ほど増収が期待できる品種です。加えて、本県のみならず
大分県や長崎県でも奨励品種に採用されており、評価や知名度も高まっています。
　吾平地域では、令和８年産より全面的に「なつほのか」へ１５年振りに品種転
換する予定です。
　今後、農業祭等でのＰＲや栽培ごよみを作成し、配布等を随時行っていくことに
しています。

　今年の早期水稲は、梅雨入りが早く曇天・長雨による生育の遅れが心配され
ましたが、まとまった降雨は少なく、観測史上２番目となる早さで梅雨明けした
ことから、出穂期は平年よりやや早い６月２５日頃となりました。また、６月下
旬から無人ヘリ・ドローンを用いて、斑点米カメムシ類の防除を実施し、品質向
上のため２回防除の徹底を推進しました。出穂後、高温が続いたことから高温障
害の発生が心配されますが、新米への期待感は高く、生産
者への仮渡金は１等米（玄米30kg）１３，５００円、２等米
１３，３００円、３等米１３，０００円と昨年の１．５倍の価格と
なりました。
　収穫は７月下旬より始まっていますが、生産者の皆さんは熱
中症対策や農作業事故防止対策を徹底していただき、１俵で
も多くＪＡに出荷いただきますよう、よろしくお願いいたします。

令和７年産　仮渡金決定

なつほのか現地検討会

鶴峰小学校児童作成の案山子

なつほのか生育状況

(2)



2025 鹿児島県ＪＡ畜産振興大会

鹿児島県やさい振興大会

青色申告会総会

　７月１日（火）鹿児島市ホテルにて、
３年に１回の「２０２５鹿児島県ＪＡ
畜産振興大会」が生産者・関係者等を
含めて約５５０人が出席され、盛大に開
催され、当吾平町管内の生産者等 8 名も
出席しました。

　大会では、中期３カ年計画の「稼げる農業」の実現に向けた生産基盤の維持・強化、
「鹿児島県産農畜産物の販売力強化と消費地への安定的な輸送」、「安心して暮ら
せる地域・人と人とが活気あふれる地域づくり」、「ＪＡグループ鹿児島の組織基盤
強化と未来を担う人財の育成」が重点戦略として掲げられました。
　また、生産者より意見表明やスローガンの採択が行われ、「未来に担う次世代へ
と確実にバトンをつなぎ、国内の食料安全保障と地域の持続的な発展に貢献するこ
と」が決議されました。

　７月４日（金）鹿児島市ホテルにて、３年に１回の「２０２５鹿児島県やさい
振興大会」が生産者・青果会社・関係者等約７００人出席のもと盛大に開催され、
当Ｊ A 管内の生産者７名、関係者３名、計１０名が出席しました。
　今大会は、「 結 ～つなぐ野菜地力～ 」をテーマに生産基盤の維持強化と、経営
安定に向けて、今後３カ年の野菜振興方針を確認し、産地と消費地の結束力を高
めていくことを確認しました。振興方針は、「人を結ぶ」、「技術を結ぶ」、「信頼を結ぶ」
の３つの施策が提起されました。
　大会中に流れたＶＴＲでは、ベテラン農家から若手農家への技術承継について、
吾平のピーマン農家、営農指導員がインタビューを受けた様子が放映され、とても
有難く誇りに思いました。その他、生産者、団体並びに指導者等への表彰、生産
者による決意表明、舞の海 秀平 氏による記念講演が行われました。
　これからも生産者・行政・関係機関との連携を強化し、産地と消費地の「結」
束力を高め、生産基盤を維持強化し、経営安定を実現してまいります。

　７月２８日（月）ＪＡ本所２階会議室にて、ＪＡ肝付吾平町青色申告会総会が会員・関係者含
め２５名出席のもと開催されました。
　青色申告会は、会員３４名で定額減税等の税制改正に係る相談対応、各種情報の提供や税
務研修会の開催、Web 農業簿記システムを活用した記帳代行の推進を図り、会員の適切な税
務申告に取り組んでいます。茅場 博人会長は「会員皆さんの所得向上・経営改善に繋がり、税

に対しての相談対応等適切な税務支援に取り組んでまいりま
す。」とあいさつがありました。
　総会終了後には、ＪＡ鹿児島県中央会　営農サポートセ
ンターより「熱中症対策研修会」、鹿児島県厚生連病院　健
康管理センター巡回健康診断担当より「巡回健康診断のご
案内」について研修がありました。熱中症対策・巡回健診等の研修会
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作物ハイライト
ピーマン

　５月末で出荷終了しました。
　総出荷量　864t　反収　14,304㎏　販売金額　548,104千円　（9,069千円/10aあたり）
　定植時では異常高温により、やや活着不良が見られ、８月下旬の台風１０号により、定植済のハウス
では、茎葉が折れるなどの被害がありました。１０月には例年にない曇天により着果不良が発生し、収量
が伸び悩みましたが、その後の天候回復と生産者の栽培努力により、ほぼ前年並みの出荷ができまし
た。また、野菜全般の価格高騰も重なり前年以上の販売ができましたが、圃場によっては害虫が多発す
るなど課題が残されました。

な す
　６月末で出荷は終了しました。
　総出荷量　120t　反収　9,844kg　　販売金額　50,716千円 （4,065千円/10aあたり）
　定植時の異常高温により、やや生育不良が見られましたが、病害虫の発生も少なく、生産者の栽培努
力により、ほぼ前年並みの出荷と販売ができました。

春かぼちゃ
　総出荷量　32t  反収　1,650kg　販売金額　11,844千円　（610千円/10aあたり）
　ハウス栽培では、低温により約１週間程度着果が遅れましたが、順調な生育により品質の良いか
ぼちゃが出荷できました。中心階級は３玉４玉と大玉傾向でした。
　ポリタフ栽培においても、低温や３月の突風等の影響がありましたが、一部腐敗の発生があったも
のの品質の良いかぼちゃが出荷できました。中心階級は４玉・５玉と大玉傾向でした。

ばれいしょ
　総出荷量　167t　反収 2,900kg　販売金額　11,395千円　（193千円/10aあたり）
　晩霜の被害もなく順調な生育でした。４月、５月の降雨により病害の発生が懸念されましたが、
３回の適期ドローンにより最小限の防除ができました。

ごぼう
　本年度より、１畝当り２条植えから１条植えに切り替えたことにより、８０％～９０％と発芽率も向
上し、品質の良いごぼうが出荷されています。

６月

子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 36 281 646,000 378,000 546,333
去　勢 25 316 841,000 468,000 643,120
合　計 61 295 841,000 378,000 586,000

７月

子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 41 283 690,000 377,000 523,317
去　勢 38 297 756,000 101,000 599,737
合　計 79 290 756,000 101,000 560,076

毎月、 子牛せり市が開催される週の平日の５日間、
母牛用飼料と一般ふすまの特売実施中！子牛初セリ市子牛初セリ市

令和６年度　老いどんが倶楽部総会
　７月１４日（月）当ＪＡ２階大ホールにて、吾平町肉用牛老いどんが倶楽部総会が会員・
関係者２６名出席のもと開催されました。総会では、令和６年度事業報告並びに令和７
年度事業計画の説明があり、全議案原案どおり承認
されました。また、総会時に満８０歳の誕生日を迎え
られた方を対象に高齢者表彰を行っています。今回は
永年、地域の畜産振興に大きく貢献されました吉村　
良洋さん（水流班）、谷口　則男さん（上町班）の２
名の方へ表彰を行いました。牛一筋に仕事をつらぬき、
今も牛と共に人生を歩んでいらっしゃる 2 人です。これ
からも健康に留意され人生を紡いでください。 谷口 則男さん 吉村 良洋さん
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募集
鉄コンかぼちゃの生産者

「土地利用型農業の救世主」 収穫・出荷
　６月２６日～２７日、３月に定植された栗大
将（鉄コンかぼちゃ）の生産者３名による面積
約８０ａの収穫・出荷作業が行われました。
　鉄コンかぼちゃとは、栗大将という品種で
一定の作業後は手を入れず、省力化で着果後
５０日～５５日で収穫ができ多収の品種であ
り、収穫後は鉄コンテナに入れて出荷をする加

工用のかぼちゃで、通常の青果用かぼちゃに比べ「手のかからな
い」かぼちゃとして、複合経営農家を中心に推進を進める作物で
す。
　農家の高齢化、耕作放棄地の増加等、吾平町管内の土地利
用型農業の問題は山積しています。当ＪＡでは、この鉄コンかぼ
ちゃを問題解決の救世主として、令和７年度より「ＪＡ産地づく
り１０年ビジョン」の重点新品目に追加策定しました。
　ＪＡ産地づくり１０年ビジョンの初年度となった今作は、平均

反収８３０ｋｇ、ほめられ率（Ａ品の割合）平均５１．２％と一定の成果を得られました。
　次期作に向けては、反収目標１，０００ｋｇとほめられ率の更なる向上をめざし、生産
者を含めた検討会を行う予定です。
　安心して栽培できる作物としての確立を図り、複合経営農家、兼業農家へ普及推進を行
うことで、吾平町管内の土地利用型農業の危機に立ち向かっていきます。
　「鉄コンかぼちゃの生産者募集」・・かぼちゃの生産に情熱を注ぐ仲間を募集！
　経験者はもちろん、未経験者の方も大歓迎です。美味しいかぼちゃを育ててみませんか？

収穫したかぼちゃを
鉄コンテナへ

問合せ先：営農指導課　５８－６５１３

夏サラダごぼう収穫
　夏サラダごぼうは、３月中旬に植え付けをし、
７月２日（水）に収穫となりました。
　田畑 ユミさんは、夏サラダごぼう５０ａ、秋
かぼちゃ３０ａ、春かぼちゃ３０ａ作付けをさ
れています。
　夏サラダごぼうの栽培を始めて約１０年にな
りますが、今までにない収量を出すことができ
ました。夏サラダごぼうの栽培は、連作を避け、
今年は一条まきにして発芽率を高め、除草対策
を徹底しました。
　今さらですが、農業の楽しさは、作物を育て
る楽しさ、収穫の楽しさ、消費者に喜んでもらえ
ることの嬉しさ、そして、やりがいを感じることが
できます。歳を重ねてもできる農業、これからも
頑張ろうと思います。」と、話していただきました。

田畑 ユミさん（寺ヶ迫班）

収穫を喜ぶ田畑ユミさん
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第２６回ＪＡ肝付吾平町女性部総会

町内会へ助成金支給
住みよい豊かな地域社会住みよい豊かな地域社会

　６月１８日（月）、鹿屋市吾平総合支所２階会議室にて、吾平地区町内会連絡協議会
が開催され、当ＪＡより１０町内会へ各７万円の助成金として７０万円の交付式を行
いました。
　町内会助成金支給式は、今年で１９回目となり、ＪＡでは地域貢献の一環として、
町内会活動を支援・促進し、地域の発展と組合員・地域住民の健康増進や生活向上の
ため、毎年支給しています。
　畠添組合長は、「各町内会は、町内会長を地域のリーダーとして様々な活動を行って
いただき、心より感謝申し上げます。活動助成金は、地域の活性化や安心・安全な地
域社会づくりのために、有効活用していただきたい。」とあいさつし、目録を授与しま
した。
　町内会長会 代表の江口 昭一さんは「貴重な助成金をいただきありがとうございます。
地域の活性化に役立てていきたいと思います。」と感謝の言葉をいただきました。

　７月２日（月）、ＪＡ本所２階にて、
第２６回ＪＡ肝付吾平町女性部総会が
会員・関係者３８名出席のもと開催さ
れました。
　開会にあたり、堀之内 節子部長が「Ｊ
Ａ女性組織としてＪＡを拠りどころに、
ＪＡ・地域を盛り上げていきましょう」
とあいさつされました。
　総会では、第１号議案から第４号議
案まで協議が行われ、全議案が承認されました。
　畠添 組合長は「ＪＡ女性組織として、ＪＡの果たす役割や食と農の大切さを組合員・
地域住民へ発信し、ＪＡと共に地域を盛り上げていきましょう。」とあいさつしました。
　令和７年年度は、ＪＡ女性組織３カ年計画 ＂「あい　　　」からはじまる「元気な地域」
をみんなの力で＂ の実践初年度です。重点活動として、①地域づくり・環境づくり（た
すけあい）②食と農を守る・地域を守る（学びあい）③仲間づくり・ＪＡ運営への積
極的な参画（深めあい） をＪＡ女性組織として積極的に取り組みます。
　総会終了後は、鹿児島県厚生連病院健康指導課 保健師による「認知症を知ろう」い
きいきとした生活を送るためにできること！と題して講演が行われました。

ＪＡ女性部　みんなの力で実践
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東串良町園芸振興会総会
　７月１０日（木）鹿屋市ホテルにて、生産者・行政・関係機関等含め約１１０名出
席のもと、東串良町園芸振興会総会が盛大に開催されました。
　総会では、永野敏郎会長や来賓よりあいさつがあり、第１号議案から第４号議
案まで全議案可決承認されました。
　東串良町園芸振興会は、ピーマンの会員１４０名（うち吾平町管内２４名）・きゅ
うりの会員５８名の生産者で構成され１９８名で活動を行っています。
　令和７年度は、振興会会員がブランド産地としての認識を高め、農薬の適正使
用など「安心・安全」への取り組みや農家経営の安定のために、各関係機関と連
携を密にし、力量ある広域ブランド産地の確立に取り組むことを確認しました。
　総会において、令和 6 年度部門別優秀者表彰と新規就農者・振興会役員等の
紹介もありました。

　７月２２日（火）令和６年度ＪＡ肝付吾平町ピー
マン部会総会が、鹿屋市ホテルにて部会員１９
名、関係者９名出席のもと開催されました。
　総会では、令和６年度の事業報告・収支決算
書、令和７年度の事業計画案・収支予算案、役
員改選について協議され、全議案原案どおり承

表彰：牧　息吹さん 新規就農者：末次　慎也さん

ＪＡ肝付吾平町ＪＡ肝付吾平町ピーマンピーマン部会部会総会総会

認されました。
　また、新規加入者として末次慎也さんの紹介もあり、新年度は部会員２５名で環
境に優しい、安心・安全なピーマンの生産に取り組みます。総会終了後には懇親会
が開催され、生産者同士はもちろん、ＪＡや行政も交えて広く意見交換の場となり
ました。
　これからも、生産者・行政・関係機関との連携を強化し、吾平支部を維持・発
展させるため、会員相互の「和」を大切に、良品質なピーマンの生産に努め、生
産者の所得向上・経営安定を確立してまいります。
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美里吾平倶楽部総会
　７月１５日（火）ＪＡ本所２階会議室にて、会員・関係者約３０名が出席し、令和６年度美里
吾平倶楽部総会が開催され、第１号議案から第４号議案まで全議案承認されました。
　総会後に講習会も開催され、経済連直売施設地区担当バイヤーより、野菜の販売情勢や消
費者の青果物に対する需要、その他生育に関するアドバイス等の講話をいただきました。
　美里吾平倶楽部は、新鮮で安心・安全な農産物・加工品等を消費者に供給すると共に生産
者と消費者の交流を進め、倶楽部会員の所得向上と地域農業の活性化を図るために活動を展

高齢者のための熱中症対策
熱中症の予防には、水分補給と暑さを避けることが大切です。

開しています。
　現在、会員６５名で１１店舗を拠点に販売
を展開しています。安心・安全な美里吾平倶
楽部の野菜・加工品の生産に、生産者・関係機
関・ＪＡと一丸となって取り組んでいきます。
　美里吾平倶楽部は新規入会者を募集して
います。家庭菜園で採れた野菜を販売してみ
たい、みそ等加工品を作ってみたいという方
は、ぜひ営農指導課までご相談ください。

営農指導課　担当　渡口　ＴＥＬ ５８－６５１３
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　７月２日（水）～３日（木）まで、職場の見学や実習を通して、働くことの意義や職業に
対する意識を高め、望ましい職業観や勤労観を育て、自分の進路や将来の在り方につい
て、目的意識・課題意識を持つことを目的に、Ａコープ・給油所の２事業所にて５名の生
徒が職場体験学習を行いました。

　７月８日（火）～１１日（金）の４日間串良商業高校では、職業観・勤労観を育成し、進
路意識の高揚を図り、商業の各分野で学習した知識や技術を深化させ、言葉遣いやマ

　生徒の皆さんより、「仕事は大変でしたが、働いている方から優しくしていただいて
毎日楽しく仕事ができました。」「お客様の要望に応えるためにたくさんの商品が並んで
いて、満足いく買物ができるような工夫がされていると感じました。」「接客サービスが
大切だと思いました。」「大きな声をだしてコミュニケーションをとることの大切さを知り
ました」
　周りの人に感謝を忘れずに、自分の選んだ夢に向かって頑張れ！

吾平中学校３年生 職場体験学習受入

串良商業高校 職場体験学習受入

ナーなどのコミュニケーション能力の育成を図
ると共に、職場の一員としての倫理観を身に付
けることを目的にＡコープにて２名の生徒が職
場体験学習を行いました。
　　　学習内容は、
１．営業販売に関する業務
２．事務に関する業務
３．サービスに関する業務
等を学び、実際の仕事現場を体験すること

で、進路選択をより主体的に行うための判断材
料を得るきっかけとなるよう各部門を体験しま
した。
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　吾平ＳＳＳは、平成３年に結
成し、３５年目を迎えた伝統ある
サッカースポーツ少年団です。現
在部員１３名で活動を行ってい
ます。
　少年団は、サッカー技能の向
上だけでなく、協調性や規律を
学ぶ場としても機能しています。
体力向上、運動能力の向上、サッ
カーの楽しさを味わい、集団行動
における規律を学ぶために活動
しています。
　団員は随時募集しており、体験
も可能です。
連絡先：監督 児玉 充弘

090-4488-6742

吾平吾平ＳＳＳＳＳＳ（吾平サッカースポーツ少年団）紹介（吾平サッカースポーツ少年団）紹介

　7月１５日（火）第二給油所にて、スタッフ１０名により接客改善ミーティングを開
催いたしました。

接客改善ミーティング

　このミーティングでは、一番大切な
日々の接客の向上を互いに磨き合う
ために、お客様役のドライバーに対す
る出迎えから給油、洗車や点検のお
勧め、会計、お見送りまでの一連の接
客を審査員が採点し、接客レベルを
競いました。

「事故防止対策として」
①車両の誘導・お客様確認

「接客対応として」
①クッション言葉の活用　②語先後礼の実施　③行動に区切りをつける等の指
導があり、「日ごろの業務でも本日のような丁寧な接客・安心点検を心がけてほし
い」と講評をいただきました。

　これからも組合員・地域の皆さまに、ご支持・ご愛顧いただける接客サービスを追
求して全員で一生懸命に頑張ってまいります。

水曜日　レディスデー　金曜日　洗車の日　土曜日　利用者キャンペーン

給油所お得情報（毎週）
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　毎年7月第1土曜日が国際協同組合デーと定められており、今回で第103回を迎
えることとなりました。国際協同組合デーは、世界平和を願い、協同組合への認知を
高め、協同組合運動の思想を広めることを目的に、世界の協同組合が毎年取り組ん
でいます。
　今年の公式テーマは「よりよい世界の実現に向け、協同組合はだれも取り残さな
い持続可能な課題解決をすすめます」です。このスローガンのもとに結集し、協同組
合のSDGs（持続可能な開発目標）達成への貢献を示していこうと国際協同組合同盟
（ICA）は呼びかけています。
　ＪＡグループ鹿児島では、役職員全員で「地域貢献活動の日」として、地域住民の
方々を「笑顔にする」ＣＳＲ（地域貢献）活動「育てよう笑顔プロジェクト」に取り組ん
でいます。
　今年で１２回目を迎えた「育てよう笑顔プロジェクト」では、７月５日（土）役職員約
８０名が鵜戸神社と商店街の清掃活動、吾平街の交差点にて交通安全立哨活動を
行いました。
　２０２５年は、国際協同組合年です。
　今、協同組合同士が連携を深め、社会課題の解決に一層取り組んでいくことが期
待されています。
　当ＪＡは、おかげさまで今年で設立７７周年を迎え、協同の心・力で協同組合らし
さを発揮し、さらに相互扶助の精神で「農業者の所得増大・農業生産の拡大・地域の
活性化」に積極的に取り組んでまいります。

笑顔  育てよう 　　　　プロジェクト

商店街の清掃活動 交差点にて立哨活動 鵜戸神社の清掃活動
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編
集
後
記

編
集
後
記

　
八
月
に
入
り
厳
し
い
暑
さ
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
七
年
産
早
期
水
稲
は

現
在
、
刈
り
取
り
・
出
荷
が

最
盛
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
猛

暑
の
な
か
で
の
作
業
と
な
り
、

農
家
の
皆
さ
ん
は
大
変
ご
苦
労

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
ご
ろ
の

栽
培
管
理
に
よ
り
お
い
し
い「
美

里
吾
平
イ
ク
ヒ
カ
リ
」
が
生
産

で
き
て
い
ま
す
。

　
新
米
「
美
里
吾
平
イ
ク
ヒ
カ

リ
」
は
Ａコ
ー
プ
で
お
買
い
求
め

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
市
制
施
行
二
十

周
年
及
び
美
里
吾
平
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
設
立
十
周
年

と
併
せ
て
、
当
Ｊ
Ａ
も
設
立

七
十
七
周
年
を
迎
え
、
合
同

に
よ
り
「
美
里
あ
い
ら
夏
祭
り

前
夜
祭
」
を
開
催
し
、組
合
員・

地
域
住
民
の
方
々
に
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き

ま
す
。
熱
中
症
対
策
を
充
分
に

と
り
、
健
康
第
一
・
安
全
第
一

で
農
作
業
等
に
頑
張
って
く
だ

さ
い
。

８月～１０月の行事予定８月～１０月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

8/24 25 26 27 28 29 30
町畜産共進会　
和牛登録審査

年金友の会員デー
（Aコープ）

利 用者感 謝デー
（給油所）

31 9/1 2 3 4 5 6

みどりの日 年金友の会
グラウンドゴルフ大会

年金友の会員デー
（Aコープ）

利 用者感 謝デー
（給油所）

7 8 9 10 11 12 13
郡畜産共進会 年金友の会員デー

（Aコープ）
利 用者感 謝デー

（給油所）

14 15 16 17 18 19 20
敬老の日 年金友の会員デー

（Aコープ） 利用者感謝デー
（給油所）

21 22 23 24 25 26 27
【定休日】

Ａコープ・オート
パル・第１SS

秋分の日 年金友の会員デー
（Aコープ）

利用者感謝デー
（給油所）

28 29 30 10/1 2 3 4
年金友の会員デー

（Aコープ）
利用者感謝デー

（給油所）

子牛せり市子牛せり市ふれあい訪問日ふれあい訪問日

巡回健康診断巡回健康診断

巡回健康診断巡回健康診断

第
六
回
理
事
会
（
六
月
二
十
六
日
）

①
　
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
発
行

　
に
つ
い
て

②
　
固
定
資
産
の
臨
時
修
繕
費
用
に
つ

　
い
て

③
　
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

④
　
個
人
情
報
保
護
方
針
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

⑤
　
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

⑥
　
特
定
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て

⑦
　
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

第
七
回
理
事
会
（
七
月
九
日
）

①
　
職
員
・
従
業
員
に
対
す
る
夏
期
手

　
当
支
給
に
つ
い
て

②
　
令
和
七
年
産
早
期
米
収
支
計
画

　（
案
）
及
び
仮
渡
金
単
価
に
つ
い
て

③
　
肥
育
豚
セ
ン
タ
ー
賃
貸
借
契
約
の

　
締
結
に
つ
い
て

④
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
基
本
方
針
の

　
策
定
に
つ
い
て

⑤
　
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

こ
の
よ
う
な
行
為
が
あ
っ
た
場
合
、

利
用
者
の
皆
さ
ま
お
よ
び
職
員
等
の
安
全
確
保
の
た
め
、

警
察
等
と
連
携
し
、
厳
正
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

県畜産共進会
ＪＡフェア
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